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平成21年3月期 業績ハイライト（Ｐ/L)
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（百万円）

前期比較では売上103.9％成長なるが、景気後退懸念に伴う一部のメーカーの減産や2009年
問題の対応で当社社員の直雇用が若干発生したため、主力のＩＳ事業の売上、利益に影響を
及ぼし、営業利益は75百円、経常利益72百万円、当期純利益36百万円となる。



事業別業績ハイライト
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事業別業績について

2009年問題に向け、メーカーへの請負化啓蒙活動および既存事業所の請負化に注

力。しかしながら、一部のメーカーにおいて生産数量の減産や当社社員の直接雇用
といった在籍社員数の減少（前年同期比108名減）に伴い、売上高は3,286百万円
（同1.5％減）となる。売上総利益率は前期比較で1.0％向上し、売上総利益は490百
万円（同5.6％増）となるが、全体的な売上高減少に伴い、利益面にも影響が発生。

既存の修理業務、検査業務の売上が順調に推移し、事業拡大が図れたため、売上
高は592百万円（同36.9％増）となる。売上総利益率は前期比較で1.4％向上し、売
上総利益は158百万円（同43.6％増）となる。売上拡大とともに利益も拡大傾向。ま
た当社の6番目のテックとなるＥＭＳテクニカルセンターは当期より稼動開始。

4月に新卒社員27名の迎え入れ、前期に引き続き新規顧客獲得等、事業拡大基調
を維持し、売上高は177百万円（同33.3％増）となる。また、4月新卒社員の派遣先を
早期に確定したことにより前期比較で売上総利益率が7.2％向上し、売上総利益は
19百万円（同280％増）となる。

中国人技術者派遣事業の競争激化により、待機増加等採算性悪化要因が発生し
たため、売上高208百万円（同3.1％増）となるが、売上総利益は前年同期と比較し
▲12.5％となり、売上総利益は40百万円（同38.5％減）となる。
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平成21年3月期
通期見通しについて



平成21年3月期 通期見通し

（単位：百万円）

項目/決算期
平成20年３月期

第４四半期累計実績
平成21年3月期

第４四半期累計見通し
増減 増減率

売上高 16,963 18,700 1,737 110.2%

営業利益 576 713 137 123.8%

（営業利益率） 3.4% 3.8% 0.4%

経常利益 542 700 158 129.2%

（経常利益率） 3.2% 3.7% 0.5%

当期純利益 302 390 88 129.1%

（当期純利益率） 1.8% 2.1% 0.3%

前期比前期比 売上高：＋売上高：＋1, 1, 737737百万円百万円、、経常利益経常利益：＋：＋158158百万円百万円

メーカーへの減産対応については、派遣先事業所での人員余剰を事業拡大傾向の「テック」で
吸収。他社にはない「テック」というインフラの活用によってＩＳ事業とＭＳ事業の連携をさらに強
化し全体的な業績アップに貢献

一部メーカーの減産等、景気の先行き不透明感のある経営環境の下、
2009年問題を抱えるメーカーに積極的に請負化提案をし、受注拡大を目論む

国内に６箇所のテック（自社工場）を有しているため、同業他社にない受託、請負ノウハウが蓄
積。メーカー各社に最適なソリューションを継続的に提案し、ＩＳ事業の売上拡大を狙う



還元性向

総還元性向約２０％を目標（2009年3月期）
配当性向約１０％＋自社株買い



本資料は当社をご理解いただくために作成されたもので、当社への投
資勧誘を目的としておりません。

本資料を作成するに当たっては正確性を期すために慎重に行っており
ますが、完全性を保証するものではありません。本資料の中の情報に
よって生じた障害や損害については、当社は一切責任を負いません。

本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可
能な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的なリスクや不確実
性が含まれています。そのため、事業環境の変化等の様々な要因によ
り、実際の業績は言及または記述されている将来見通しとは大きく異な
る結果となることがあることをご承知おきください。

本資料に関するお問い合わせ

日本マニュファクチャリングサービス株式会社
コーポレート本部 広報IRグループ

Tel:03-5333-1711
E-mail:nms-ir@n-ms.co.jp


